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研究計画内容 【研究背景】  

「現在バイアス」とは未来の報酬を過小評価し、目先の利益を重視する心理である。これ

は、日常生活における衝動的な決断や後々後悔する消費行動に大きな影響を与えている。

現在バイアスを持つ人は目の前の誘惑に負けて自分自身の利益を損なう行動を取ってし

まう。では、現在バイアスを持つ人と持たない人とでは特性にどのような違いがあるのだ

ろうか。行動経済学では後悔を時間割引・現在バイアスの概念で捉えるが、それが馴染み

のある心理学の外向性・内向性等の性格タイプとどう関連しているのかについて興味を持

ち、私達は性格特性（外交性 or 内向性）が関係していると仮説を立て、具体的な消費行

動として「課金行動」に焦点を当てた。課金行動には、「ランダム課金」、「定額課金」、「スー

パーチャット」などが存在する。性格特性や課金行動の違いにより後悔の度合いに差は見

られるのか研究を通し明らかにする。 

【研究内容】  

本研究では、外向的な性格特性を持つ人が現在バイアスの傾向を持つかどうかを明らかに

し、さらにその傾向が課金行動における後悔の度合いにどのように影響するのか調査す

る。また、「時間割引・現在バイアス」だけではなく「限定アテンション」といった合理

的要因が課金後の後悔にどのように関与しているかも分析を行いたい。具体的には盛本

(2018)の課金と現在バイアスの研究を参考にし、準双曲割引モデルに基づく実証分析手法

を用い、まず、現在バイアスを持つ人の性格をパーソナリティー特性の分類法である「ビッ

グファイブ」（流行の MBTI よりも私達の研究に適している）を用いて明らかにする。次

に、人が現在と将来の報酬をどう比較するかに焦点を当てたものである「時間選好理論」

を用いて対象者の割引率を求める。アンケート調査を通して収集したデータを用いて重回

帰分析を行うことで、外向性、時間割引・現在バイアス、そして課金行動における後悔の

関係性を明らかにする。 

【期待される効果】  

外向性、内向性の性格特性の違いが時間割引にどのような影響があるのか明らかにすると

ともに、消費行動にどのような違いがあるのかを知る。消費者が自分自身の性格特性や意

思決定の傾向を理解することで、より賢明な選択をすることができるようになる。 
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